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NY マーケットレポート（2019 年 1 月 16 日） 
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NY市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、米主要株価指数や米国債利回りの上昇を受けて、ドル円・クロス円は序盤から堅調な動きとな

った。ドル/円は、終盤に 109 円台乗せとなったことで買いが加速し、109.20 まで上昇した。一方、英下院

がメイ政権への不信任案を否決したことが好感され、ポンドも終盤に上昇が加速し、ポンド/円は年初来高値

を更新した。 

 

主要な米経済指標結果 

12 月輸入物価指数（前月比） -1.0％（予想 -1.3％・前回 -1.6％⇒-1.9％） 

12 月輸入物価指数（前年比） -0.6％（予想 -0.9％・前回 0.7％⇒0.5％） 

12 月の米輸入物価指数は、市場予想を上回ったものの、2ヵ月連続のマイナスとなった。また、2015年以来

の大きなマイナスとなった前回からは改善した。前年比では、約 2 年ぶりにマイナスに落ち込み、2016 年 9

月以来のマイナス幅となった。エネルギー関連の低下が引き続き大きかったことが影響したようだ。石油・

石油製品は、前月比-11.6％（前月-16.0％）、石油を除く品目は+0.3％だった。個別で見ると、原油は-13.9％、

食品が+0.1％、自動車・同部品が+0.1％となった。また、輸入元では、カナダからが-1.5％、中南米が-2.0％、

EU が-0.1％、日本が-0.1％、中国は横ばいだった。 

 

データを基に SBILMが作成 
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1 月 NAHB 住宅市場指数 58（予想 56・前回 56） 

1 月の NAHB 米住宅市場指数は、市場予想を上回る結果となり、3 年ぶり低水準に落ち込んだ前月から改善し

た。住宅市場は依然として減速局面にあるとの指摘があるものの、借り入れコストが低下したことが指数を

押し上げたようだ。一戸建て販売は、現況、見通し、購買見込み指数が全て前月から上昇した。地域別では、

北東部、西部が上昇したが、南部は変わらず、中西部は約 3年ぶり低水準に低下した。 

 

データを基に SBILMが作成 

 

地区連銀経済報告（ベージュブック） 

米 FRB が公表したベージュブック（地区連銀経済報告）では、大半の地区で緩慢ないし緩やかな景気拡大が

報告されたが、楽観的な見方が弱まり、一部では景気鈍化の兆候が表れた。 

 

・見通しは全般になお明るいが、金融市場のボラティリティの高まりや短期金利の上昇、エネルギー価格の

下落、通商と政治を巡る不透明感の高まりを反映して楽観的な見解が少なくなったと多くの地区連銀が報

告した。 

・大半の地区で製造業とエネルギー業界の活動が鈍化し、数地区で金融以外のサービス業が減速した。 

・全ての地区が労働市場はタイトで、企業はどの技能水準の労働者でも確保に苦慮している。 

・賃金は全米のあらゆる技能レベルで上昇したとし、大半の地区が報酬の緩やかな上昇を指摘。 

・過半数の地区は全般的な物価が「緩慢ないし緩やか」に上昇した。 
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・一部の地区は成長鈍化を報告、ニューヨーク連銀地区は経済活動が踊り場に差し掛かった」と指摘、カン

ザスシティー地区は活動を「横ばい」。 

・一部政府機関の閉鎖について、シカゴ地区の農産物市場に影響したと言及。連邦政府の損失補償プログラ

ムからの支払いが滞ったほか、農産物市場の状況に関する政府統計の発表を遅らせ、市場参加者にとって

不透明感を高めていると指摘。 

 

米主要株価指数は続伸、ダウ平均は 1ヵ月ぶりの高値 

米株式市場は、米金融大手の四半期決算が市場予想を上回ったことで投資家心理が改善し、金融株を中心に

買いが優勢となり、主要株価指数は続伸となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きが続き、一時前日

比 223ドル高まで上昇した。引けにかけて下げ幅を縮小したものの、終値ベースで昨年 12月中旬以来約 1ヵ

月ぶりの高値となった。 

 

データを基に SBILMが作成 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


